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問観光客数や商人文化としての蔵造りだけでなく、より
「川越らしい観光」となるよう、三芳野神社や本丸御殿
など、川越城の歴史や価値をどのように伝えていくのか。
答副教育長兼教育総務部長　川越城の歴史や価値を各種
講座や見学会、ホームページなどを通じて多くの人に深
く理解してもらうとともに、学校での学習を通じて児童
生徒にも認識できるよう努める。また、川越城のみなら
ず、本市にある多くの文化財は、川越らしさを継承する
先人たちが残した歴史や文化の証であることから、先人
たちの思いや知恵、苦労なども含め、歴史文化の本質的
価値について理解してもらえるよう情報提供に努める。
質問先人たちが残した文化財
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問高齢者補聴器購入費補助事業の補助金の増額、訪問理
美容サービス事業の契約方法の改善を求めた。高齢者の
生活支援の拡充が重要と考えるが、市長の見解を伺う。
答市長　高齢者の生活環境や心身の状況に応じて、生活
支援など、必要なサービスを必要なときに利用できる環
境を整備することは重要であり、また、生涯にわたって
生き生きと活躍できるように、社会参加や生きがいづく
りを促進することも重要である。
　今後も、ニーズの把握に努め、持続可能な事業となる
よう各事業の検証等を行い、高齢になっても住み慣れた
地域で生き生きと暮らせるまちを目指していきたい。
質問高齢者の生活支援拡充を　質問高階地区の安心・安全
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問生活保護の生活扶助基準の減額は違法との最高裁判決
が出た。追加給付の対象者は生活保護受給中が3422世帯、
生活保護廃止が3281世帯。追加給付の予算措置はどうか。
答福祉部長　保護費の追加給付は、令和８年度の当初予
算に既に計上しており、生活保護費と同様、４分の３が
国、４分の１が市の負担となる。原告世帯の特別給付金
は、全額を国が負担して、国から原告世帯に直接支給さ
れるものである。なお、会計年度任用職員の人件費や職
員の時間外勤務手当をはじめとする自治体の体制整備等
に係る事務費は、10割が国の補助対象となる。

質問命をささえる生活保護　� 質問旧市民会館解体跡地利用
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問農地の集積が進んでいるが減少は止まっていない。米
作は新規就農も少なく、現在の農家に長く続けてもらい、
次の担い手に引き継ぐことが必要だと思うが市の考えは。
答産業観光部長　10年後を見据えた農地の利活用につい
て定めた地域計画では、稲作の農業者について、次代へ
と引き継ぐため、少ない担い手で効率的に営農する環境
を整えることとしている。このことから、ほ場整備や農
地の集積・集約、大型機械の設備投資などが必要と考え
る。また、稲作は他の農産物に比べ、栽培期間が限られ
ていることから、副業などでの営農が可能となるような
支援策を検討していく。
質問市内農業の発展めざして　質問スポットワーク
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問中東情勢や物価高の影響を受ける中小企業者の経営継
続のために、給付金事業を実施していく考えはあるか。
答市長　不安定な中東情勢の長期化に伴う原料・資材等
の供給の偏りや流通の目詰まりによる物価上昇により、
市内中小企業者や小規模事業者では、日々の経営に対す
る不安が広がっているものと認識している。市内産業の
根幹を支える中小企業者等が安定した経営を維持できる
よう、まずは本市でできる必要な支援策を講じていきた
いと考えている。また、市内中小企業者等の状況を捉え、
正確で適切な情報収集と発信に努めるとともに、さらな
る必要な支援策についても早急に検討していく。
質問市民・事業者への支援を� 質問公共トイレに生理用品を
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問さまざまな困難により一度立ち止まった大人が泥を払
い立ち上がる姿は、こどもたちの自己肯定感や夢を育む。
「こどもと大人の夢の好循環」の重要性の認識を問う。
答教育長　身近な大人が学び続け、挑戦し続ける姿を見
せることが大変重要であり、身近な教師がこどもと共に
夢や希望を語り合うことが、こどもの心に挑戦するとい
った意欲をかき立てる。夢や希望を語れる教師を育てる
とともに、学校や家庭、地域が連携・協働しながら、持
続可能な社会の創り手の育成やウェルビーイングの向上
を目指し、こどもたち一人一人が夢や志を持ち、自らの
可能性を伸ばしていける教育の推進に努める。
質問どうせ無理をまずは挑戦


